
やまゆりポークの生姜焼き等、市内産品を使用した藤沢市内小学校の給食　　

　やまゆりポーク生産者協議会※１では、各会員が経営活動を行っている市と協力し、小学校に給食用豚肉
を寄贈、その豚肉を使った給食提供に合わせて、生産者による自農場の紹介を中心とした食育授業を行っ
ています。畜産技術センターは、この取組に協力し食育授業の中で畜産全般や豚の知識、地域の畜産につ
いての授業を担当しています。
　11月８日（水）には、藤沢市内の小学校５年生(65名)を対象として当所と全農、くみあい飼料職員が食
育授業を行いました。藤沢市は食育に熱心で、やまゆりポーク生産者協議会の食育授業に加え、バターづ
くり体験や酪農家の授業も実施するなど、生産者の「地元のおいしい豚肉を食べてもらいたい」という想
いの伝わる活気あふれる授業となりました。
　11月15日（水）には、相模原市緑区内の小学校で５年生(52名)、６年生(55名)の合同で、当所、生産
者、全農、くみあい飼料職員が食育授業を行い、児童は「命の大切さ」を訴える生産者の言葉に熱心に耳
を傾けていました。
　12月12日（火）には、平塚市内の小学校６年生(92名)を対象として当所、生産者、全農、くみあい飼料
職員が食育授業を行いました。こちらの小学校では授業後の給食時には校内放送で、「食べ物がどんなふ
うに、どういう思いで作られているのか、知ってもらって残さず食べてもらいたい」という生産者からの
メッセージを全校生徒へ発信しました。
　食育授業に参加した生産者は児童たちと一緒に給食を食べて、自分たちが提供した豚肉を使った給食の
味を児童たちと確かめながら、交流を深めていました。

やまゆりポーク生産者協議会の食育授業が各地で行われる

　今年度は「かながわ畜産の日※２」が制定されたことから、当所が担当する授業ではチラシ、グッズ等を
配布し、「かながわ畜産の日」の啓発にも取組みました。今後とも家畜や地域の畜産に対する理解が深ま
るよう、やまゆりポーク生産者協議会の取り組む食育への支援を行っていきます。

　※１　やまゆりポーク生産者協議会：県内８農場で構成。ＪＡ全農かながわが事務局を務める。
　※２　かながわ畜産の日：　11月の第一日曜日
　　　（一社）神奈川県畜産会が県内畜産物のPRのため（一社）日本記念日協会へ登録

藤沢市内小学校での当所職員の授業風景　



授業で配布した「かながわ畜産の日」チラシ（抜粋）　


